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第 2 章「リスクリテラシーの測定」では，研究 1（N = 1300）において，Fagerlin et al. 
(2007) の Subjective Numeracy Scale に基づき，主観的ニューメラシー尺度日本版を作
成し，尺度の信頼性と妥当性を検討している。研究 2 では，Self-efficacy for Statistical 
Literacy Scale（Carmichael & Hay, 2009）に基づき，統計リテラシー自己効力感尺度日
本版を作成し，予備調査（N = 110）と本調査（N = 275）に基づいて，尺度の信頼性と，
数学成績が自己調整学習方略を介して統計リテラシー自己効力感に影響を及ぼすこ
と（基準連関妥当性）を示している。 
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